
いばらきネットモニター 文化振興に関するアンケート調査 

 

１ 調査の概要 

 

（１）調査形態 

    調査時期：平成３１年４月２５日（木）から令和元年５月６日（月）まで 

    調査方法：インターネット（アンケート専用フォームへの入力）による回答 

         いばらきネットモニター数：４８４名（県内モニターのみ） 

回収率：５２．３％（回収数２５３名） 

  回答者の属性：（百分率表示は小数点以下第二位を四捨五入しているため，個々の比率

の合計は１００％にならない場合がある） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査目的 

   文化振興事業に関する県民意識を把握し，今後の施策展開の参考とするために実施

するもの。 

  担当課：茨城県 県民生活環境部 生活文化課 

  電 話：０２９－３０１－２８２４ 

  E-mail：seibun2@pref.ibaraki.lg.jp 

 

全体 人数（人） 比率（％）

男性 132 52.2
女性 121 47.8
県北 30 11.9
県央 96 37.9
鹿行 19 7.5
県南 84 33.2
県西 24 9.5
16～19歳 0 0.0
20～29歳 12 4.7
30～39歳 40 15.8
40～49歳 61 24.1
50～59歳 63 24.9
60～69歳 38 15.0
70歳以上 39 15.4
自営業 21 8.3
会社員 79 31.2
団体職員 5 2.0
公務員 6 2.4
主婦・主夫 61 24.1
学生 3 1.2
無職 56 22.1
その他 22 8.7
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２ 調査結果と考察 

 

【問１】 

文化芸術の振興のため，重点的に事業を実施すべきと考える対象者について，次の中か

ら１つだけ選んでください。                     

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

「小・中学生」が 33.2％で最も多かった。 

  「文化芸術の担い手」が 9.9％で次に多かった。 

   以降「高校生・大学生」6.7％，「勤労世代」4.0％，「未就学児」3.2％の順となった。 

   比較的，若い世代に対し，重点的に事業を実施すべきとの結果となった。 

 

【問２】 

文化芸術の振興のため，重点的に事業を実施すべきと考える場所について，次の中から

１つだけ選んでください。 

                    （単位：％） 

  

  「文化施設」が 29.6％で最も多かった。 

  「学校」が 18.2％で次に多かった。 

   以降，「博物館」5.1％，「図書館・公民館」5.1％，「公共空間」4.3％の順となった。 

現在，文化振興事業が比較的多く行われている施設等が選択されたが，公共空間や観

光施設，交通・運輸施設など，文化振興事業があまり行われていない施設等も一定の選

択があった。 
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【問３】 

文化芸術の振興のため，重点的に事業を実施すべきと考える分野について，次の中から

１つだけ選んでください。                        

 

（単位：％） 

 

 

「地域の伝統的な行事や民俗芸能」が 11.5％で最も多かった。 

 「音楽①」が 7.9％で次に多かった。 

  以降，「美術①」6.7％，「メディア芸術」5.5％，「音楽②」3.6％の順となった。 
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【問４】 

文化芸術の振興のため，重点的に事業を実施すべきと考える手法について，次の中から

１つだけ選んでください。 

 

（単位：％） 
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「体験」が 28.1％で最も多かった。 

「鑑賞」が 12.6％で次に多かった。 

以降，「保存・継承」7.5％，「人材確保・育成」5.9％，「意識醸成」5.1％，「発信・情

報提供」5.1％の順となった。 

 

 

 

 

 


